
ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ Ｎo．

日 匠 設 計(株)
General Staff Staff

・　　抜取り検査

・　セメント系固化材　　　　　　　・　圧密排水工法　　　　・　

・　無筋コンクリート地業　　　　　・　締固め工法　　　　　・　ソイルセメント杭

設計地耐力

基礎及びスラブ下地業（単位ｍｍ）４－１

１）　　杭種

既製コンクリート杭４－４

地盤改良４－３

４－２

端部　ａ　は１００以上とする。　（２）

注（１）

・　埋込み工法　　　・　プレボーリングセメントミルク注入工法

・　打撃工法　　　　・　油圧ハンマー　　　・ディーゼルハンマー

２）　　工法

・　節杭　　　　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種　　　　

・　ＳＴ杭　　　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種　　　　

アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は１００以上とする。

備　　考

選択項目は　・　印による。

１－１ 使用材料は原則としてＪＩＳ規格品、又は大臣認定品とする。

１－２ 設計図書の優先順位は下記による。

１）

２）

３）

本特記仕様書

標準図

設計図

・　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　・　高強度せん断補強筋施工仕様書

・　鉄筋コンクリート壁式構造標準配筋図

４）共通仕様書（　・　公共建築協会　　・　日本建築家協会　）　

５）日本建築学会標準仕様書，ＪＡＳＳ５，ＪＡＳＳ６

１－３ 各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理の承諾を得る。

１－４

第三者機関による検査・試験費用は工事費に（　・　含む　　　　・　含まない　）

１－５

１－６

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

１－７ その他

・　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　・　鉄骨工作標準図

埋戻し土

盛土

残土処分

埋戻し土、盛土、残土処分

・　搬入良土

・　根切り土の中の良土 ・　搬入良土

・　場内地均し

・　根切り土の中の良土

・　場外搬出処分（　・　自由　・　指定場所）

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　・　意匠図　・　構造図　・　設備図　）による。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

３－２

３－１

Ａ　：　砕　石※　（１）
均しコンクリート厚さ

Ｂ　：　割栗石
厚　　さ

ベ　　タ　

独立，布

屋　外

屋　内

　・Ａ　・Ｂ

　・Ａ　・Ｂ

　・Ａ　・Ｂ

　・Ａ　・Ｂ

　・Ａ　・Ｂ

　・Ａ　・Ｂ

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・６０　・１００　・１５０　・　

　・５０　・６０　・１００

　・５０　・６０　・１００

　・５０　・６０　・１００

　・５０　・６０　・１００

　・５０　・６０　・１００

　・５０　・６０　・１００

場　　　　　所

基　礎

土間スラブ

構造スラブ

地中梁

・　プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

杭周固定液　　・　あり　　　・　なし

・　回転埋設根固め工法（認定工法）

・　中掘拡大根固め工法（認定工法）

長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ

・　ＰＲＣ杭　　　　・　Ⅰ種　　　　・　Ⅱ種　　　　・　Ⅲ種　　　　・　Ⅳ種　　　　

・　ＰＨＣ杭　　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種　　　　

・　ＳＣ杭　ｔｍｍ　・　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

［　・　六価クロム溶出試験　　　　　　　］　　・　行う　　　　　　　　　・　行わない

山留め、根切り

上　杭 中　杭 下　杭

４）　　杭の構成表

長さ 種別

本数

５）　　杭頭補強

・　かご筋　　　　・　スタッド溶接　　　　・　杭外周溶接

４－５ 場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

１）　　工法

・　アースドリル工法　　・　拡底アースドリル工法

・　ＢＨ工法　　　　　　

４）　　孔壁測定（２方向）

５）　　使用材料

鋼管（リブ付）　　・　　ＳＫＫ４００　　　　・　ＳＫＫ４９０

４－６ 鋼管杭，その他特殊杭

１）　　杭種

材種

２）　　工法

３）　　杭径，設計耐力，本数表

４－７ 杭打地業共通事項

３）　　ＳＬ塗布　　　・　行う　　　　・　行わない

長さ 種別 長さ 種別

・　行う　（　・　全数　　　　・　　　　％　）　　　・　行わない

２）　　杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

備　　考

５－１ 材種

種　類

溶接継手　　　・　ガス圧接　　　・　突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）

５－２ 溶接部の検査（第三者機関による）

・　引張り試験　　（ＪＩＳＺ３１２０）

　　Ｉ検査ロットにつき　　　・　３本　　　　　

・　超高音波探傷試験　　（ＪＩＳＺ３０６２）　　・　熱間押抜き試験

　　Ｉ検査ロットにつき　　　・　３０箇所　　　

５－３ 梁貫通補強

補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

５－４ その他

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

継　　手径

・溶接金網

・高強度せん断
　補強筋

ＵＲ

・　重ね継手

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・ＳＤ３９０

・　７８５級

・　６８５級

３）　　杭先端深さ　　　　　　　ＧＬ－　　　　　　ｍ

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

杭径（拡底部）ｍｍ
全長

ｍ

杭径（拡底部）ｍｍ 管厚ｍｍ 長期ＫＮ 短期ＫＮ 終局ＫＮ 本数 備　　考

鉄筋　　　　　・　Ｄ　　以下　　ＳＤ２９５Ａ　　　・　Ｄ　　以上　　　ＳＤ３４５

コンクリート　Ｆｃ　（　・　普通ポルトランドセメント　・　高炉セメント　Ｂ種　）

・　Ｄ　　以上　　ＳＤ３９０

・　打撃工法　　（　・　油圧ハンマー　・　ディーゼルハンマー　）　・　埋込み工法

杭径（拡底部）ｍｍ 管厚ｍｍ 長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

（　　　　　　　　　）　

本数

２）　　載荷試験　　　・　行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）・　行わない

１）　　［　・　杭長決定用先行杭　　　　・　試験堀　］・　行う　（　　本）・　行わない

Ｄ　　　　　　以下１６

Ｄ　　　　　　以上２９

・　重ね継手・　スパイラル・　工場溶接

・　溶接継手・　機械継手（　　級）

・　重ね継手・　スパイラル・　工場溶接

・重ね継手・溶接継手・機械継手（　　級）

・１２７５級 ＲＢ

Ｓ

ＵＤ

　　　　不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を

　　　　行う。Ｉ検査ロットは１組の作業班が１日に施工した溶接箇所の数量で２００箇所以内

・　リバース工法　　　　・　オールケーシング工法（　・　ベノト工法　　　・　　　）

６－１ 設計基準強度　　（Ｎ／ｍｍ）

１）　　セメント

２）　　粗骨材

３）　　躯体　（使用区分は設計図の軸組図に示す）

・　普通コンクリート

・　ＬＦｃ１８　　　・　ＬＦｃ２１　　　　・　ＬＦｃ２４　　　・　ＬＦｃ２７

６－２ 混和材　　　　・　ＡＥ減水剤　　　・　高性能ＡＥ減水剤　　　　・　躯体防水材　　　　

６－３

箇　　所

ｃｍ

　％

１８

６－４ 試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

６－５ 調合強度は下記の両式を満足するものとする。（補正値Ｔは工事費に含む）

６－６ せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

圧縮試験による場合

コンクリート

の材齢による

場合

梁　　下

２８　日

設計強度

６－７ プレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。

Ｆ２８≧ＦＣ＋Ｔ＋　Ｆ＋１．７３σ　　　　　Ｆ２８≧０．８５（ＦＣ＋Ｔ＋　Ｆ）＋３σ

７－１ 材種及び使用箇所

柱 梁

７－７ 継手

７－６ スカラップ形状　　　　・　スカラップ工法　　　　・　ノンスカラップ工法　

７－５ 溶接材料

径 長　　　さ　　　（ｍｍ）

７－４ 頭付きスタッド

７－３ 普通ボルト，アンカーボルト

使　用　箇　所高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

７－２ 高力ボルト

鋼　　材　　名

トルシア形高力ボルト

Ｊ　Ｉ　Ｓ形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

・　Ｓ１０Ｔ

・　Ｆ１０Ｔ

・　Ｆ８Ｔ　

トルシア形が使用できない部分

全般

母材が亜鉛メッキされている部分

＊印は□－１７５ｘ１７５以下

規　格　名　称

２

０℃以上

５℃以上

１５℃以上

基礎、梁側、柱、壁

５　日

８　日

３　日

５Ｎ／ｍｍ
２

スラブ下

１７　日

２５　日

２８　日

0.85ＦＣまたは12Ｎ／ｍｍ
２

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

・ＳＳ４００

・ＳＭ４００Ａ

・ＳＮ４００Ａ

・ＳＮ４００Ｂ

・ＳＮ４００Ｃ

・ＳＴＫＲ４００

・ＢＣＲ２９５

・ＢＣＰ２３５

・ＳＨＣ４００Ｂ

・ＳＴＫ４００

・ＳＳＣ４００

・ＢＣＰ３２５

・ＳＨＣ４００Ｃ

・ＳＴＫ４９０

・ＳＴＫＲ４９０

・ＳＮ４９０Ｃ

・ＳＮ４９０Ｂ

・ＳＭ４９０Ａ

大梁柱 ブレース 小梁、他ダイヤ
内

ダイヤ
通し

１）材質　・ＳＳ４００　・ＳＳ４９０（Ｍ　以上）・ＳＮＲ４００・ＳＮＲ４９０（Ｍ　以上）

２）　大臣認定柱脚（メーカー仕様による）　　　　・　使用する　　・　使用しない

１６　φ

１９　φ

２２　φ ・　１００　　・　１２０　　・　１５０　　・　　　　　　

・　　８０　　・　１００　　・　１２０　　・　１５０　　

・　　８０　　・　１００　　・　１２０　　・　１５０　　

使　用　箇　所

・高力ボルト

・高力ボルト

・現場溶接

・現場溶接

・高力ボルト

・高力ボルト

・現場溶接

・現場溶接

フランジ

ウェブ

２）　ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

　　　　相応したものを選定する。

１）　アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に

８－１ コンクリートブロック

８－２ ＡＬＣパネル

方　　向 構　　法 使　用　箇　所 備　　考

縦

横

８－３ 押出成形セメント板

外壁取付工法及び厚さｍｍ　　　　　　　・　　　　　　　　　　

方　　向 構　　法 使　用　箇　所 備　　考

縦 ・　ロッキング工法

・　スライド工法横

８－４ ＰＣａ板

１）　　床及び屋根

・　ＰＣａ板単独　　　厚さ　ｍｍ　　　　　・　　　　　　　　　

・　床　　　　　　・　屋根

・　合成板

備　　考

１）　　外壁　　　厚さ（ｍｍ）　　　・　　　　　　　

２）　　厚さ　ｍｍ　　・　１００　　　　・　１２０　　　　・　１５０　　　　・　１９０

１）　　種類　　　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種

１）　　使用箇所　　　・　床　　　　　・　屋根　　　　　・　外壁　　　　　・　内壁

３）　　外壁取り付け構法

７－８ 溶接手法及び管理

７－９

１）　　床用

７－１０

１）　　素地こしらえ　　　　　　・　ブラスト　　　　・　ケレン

２）　　錆止め塗料

塗　　　料

３）　　溶融亜鉛メッキ ・　行う　　　・　行わない

７－１１ 溶接部の検査（受入検査）

検　査　階　段

検　査　箇　所　数

第　１　節

第　２　節

第　３　節

１

３０　％　以　上

２

６０　％　以　上

３

１００　％

以下，上記の方法を繰り返す。

不合格率　　　５％　未満の場合

　　〃　　　　５％　以上の場合

７）　　現場溶接の場合は第三者機関による検査を１００％行う。

８）　　不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

７－１２ 鉄骨製作工場

国土交通省大臣認定（グレード）

Ｓ Ｈ Ｍ ＪＲ

デッキプレート　　（単位　　ｍｍ）

・　軽量コンクリート　（　・　１種　　・　２種　　　比重　・　１．８５　）

６）　　防水押さえコンクリート　　・　Ｆｃ　　　　・ＬＦｃ　　（比重　　・　１．８５　）

７）　　かさ上げコンクリート　　　・　Ｆｃ　　　　・ＬＦｃ　　（比重　　・　１．８５　）

により管理を行うこと。

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協の仕様で、専任の監理技術者

２）　　合成スラブ用　　　　高さ　　・　　　　　　　　板厚　　・　　　

錆止め塗装（工場塗　１回、現場塗　１回を原則とする）

３）　　型　枠用　　　　　　高さ　　・　　　　　　　　板厚　　・　　　形状　　タイプ

※構造図による

・　一般用錆止めペイント　ＪＩＳＫ５６２１

・　シアナミド錆止めペイントＪＩＳＫ５６２５

・　鉛丹錆止めペイント　　ＪＩＳＫ５６２２ ０．１９

０．１１

０．１１

・　１種

０．１０

０．１４

・　２種
適　　用

・　室内

・　室外

・　室内

塗付量　　（Ｋｇ／ｍ）
２

　　　　　　　直接契約による。

１）受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事管理者又は工事施工者（元請）との

２）第三者検査機関は（社）日本溶接協会によるＣＩＷ検査事業者認定種別における超音波探傷

３）受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。

４）外観検査の合否判定は国土交通省告示１４６４号による。ただし告示に定めのないものは日本建築

５）超音波探傷検査は母材厚６ｍｍ以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造

６）工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による。

　　　　検査部門の認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工事の社内検査を行っていない

　　　　事業者とする。

　　　　学会「ＪＡＳＳ６　付則６　鉄骨精度基準」による。

　　　　建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

２）　　厚さ　ｍｍ　　・　７５（８０）・　１００　・　１２０　　・　１５０　・　１７５

・　スライド工法

・　ロッキング工法

・　カバープレート工法

・　ボルト止め工法

ＰＣａ板厚さ　ｍｍ 現場打厚さ　ｍｍ 合計厚さ　ｍｍ

§８

§７　　鉄　骨　工　事

§５　　鉄　筋　工　事

§６　　コ　ン　ク　リ　ー　ト　工　事

§４　　地　業　工　事

§３　　土　工　事

§２　　仮　設　工　事

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板・ＰＣａ板工事

　　　　最大径（ｍｍ）・　２０　　　・　２５　　　　・　４０

・　砂利　　　・　砕石　　　・　高炉スラグ

・　普通ポルトランドセメント　ＪＩＳＲ５２１０・高炉セメントＢ種

・　Ｆｃ１８　・　Ｆｃ２１　・　Ｆｃ２４・Ｆｃ２７・Ｆｃ３０・Ｆｃ３３・Ｆｃ３６

４）　　土間コンクリート ・Ｆｃ１８（ただし柱、壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

５）　　均しコンクリート　・　Ｆｃ１８　

１８

基礎，地中梁 一　　般

６０以下

１８５以下

２７０以上

備　　考

単位水量

単位セメント量

水セメント比

スランプ

ｋｇ／ｍ

ｋｇ／ｍ３

３

１５

４）　　コンクリートコア抜き取り圧縮試験

３）　　躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

２）　　フレッシュコンクリート　　［　・　スランプ　　　　・　空気量　］

１）　　骨材　　　［　・　塩分含有量　　　　・　アルカリシリカ反応性　］・　行う　・　行わない

・　行う　・　行わない

・　行う　・　行わない

・　行う　・　行わない

△ △

深層混合処理工法

［　・　載荷試験　　　・　一軸圧縮試験　］　　・　行う　（１箇所）　　・　行わない

３）　　杭径，設計耐力表

杭径（拡底部）ｍｍ

1

長期５０ｋＮ／ｍ　　　短期　１００ｋＮ／ｍ　　　終局　　　ｋＮ／ｍ

平板載荷試験　・　行う（１　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）　・　行わない

§１　　一　般　事　項

構　造　特　記　仕　様　書

S-001

スタート

構 造 特 記 仕 様 書

１９Ｄ　　　　　　以上

京丹波町立瑞穂学校給食センター新築工事

一 級 建 築 士 事 務 所

一級建築士　第84790号　　
　　　　　　森田 恭介

構造設計一級建築士

　第2365号　　
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Ｄ ａ Ｄ※

２－６

鉄筋のあき
かつ２５以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上

呼び名の数値ｄの１．５倍以上　　　　　　　　　　　　

鉄筋のあきａは原則として下記による。

鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

割りフ－プでも可

最外径Ｄ

呼び径ｄ

記　　号

少ない

多い

２５ ２８ ３３ ３６ ４０ ４３ ４６２１１８１４１１

Ｄ４１Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２ Ｄ３５ Ｄ３８

ａ

ｄ

ｂ カップラー

以上

間隔：ａ≧４００ 間隔：ａ≧４００ガス圧接
かつ　ｂ＋４０

ｅ

ａ

１－１

基本事項

１－２

２－１

２－２

鉄　筋　の

表示記号

そ　の　他

鉄　筋　の

折り曲げ

２－４

継手一般

３－１

主筋の継手

３－２

３－４

主筋の定着

補　助　筋

§２　共通事項

§１　一般事項

§３　柱

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべて㎜とする。

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

　フックのない場合

　フックのある場合

　本数に差がある場合

　機械式継手表示

　溶接継手表示

（ガス圧接，突き合せ溶接）

１．溶接継手 ２．機械式継手

３．重ね継手　（下記のいずれかとする。）

印内に継手中心部を設けることを原則とする。

ａ≧４００

Ｌ

５００以上

／４０ｈ ／４０ｈ

／４０ｈ ／４０ｈ

０ｈ ０ｈ

溶接継手（機械式継手） 重ね継手

１

ｈ ０

４ｄ以上４ｄ以上

４
ｄ以

上

形成筋

巾止筋 二段配筋の場合

補助筋はＤ１０をピッチ

６００以内に割り付ける。
二段配筋

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通仕様書

　　及び日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」による。

折り曲

げ角度

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

鉄筋の使用箇

所による呼称
図

最小３ｄ以上

最小４ｄ以上

最小５ｄ以上

最小５ｄ以上

による区分

鉄筋の径

（Ｄ）

折り曲げ

内法直径

余長
Ｄ

Ｄ

余長

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

余長

6d以上

4d以上

10d以上

鉄筋の種類

柱，梁主筋

基礎主筋

あばら筋

帯　　筋

スラブ筋

壁　　筋

スパイラル筋

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

ＳＤ３９０

以下Ｄ１６

Ｄ１９～Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ４１ 以下

下端筋（Ｌ　）

１８

２－３

鉄筋の定着

及び重ね継

手の長さ （Ｌ　）

コンクリ－
トの設計基

準強度
一　　　般

スラブ

定着の長さ

（Ｌ　）

重ね継手の

長さ
鉄筋の

種類

片持スラブ
小　　梁1 2

10ｄ

150

　かつ　

以上　

２１～２７

３０～４５

４８～６０

15ｄ

25ｄ 直線　　又は

２１～２７

３０～４５

４８～６０

一般定着の直線またはフック付きのＬ2の図

L2 L2 L2 L2

余長

余長 余長(10d以上)

(6d以上) (4d以上)

直線定着 90°ﾌｯｸ付き定着 135°ﾌｯｸ付き定着 180°ﾌｯｸ付き定着

ＬＬ１ １

約　0.5Ｌ1

　　合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

６．溶接継手及び機械式継手の場合はメ－カ－仕様による。

５．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の場

４．Ｄ３５以上の鉄筋は重ね継手としてはならない。 （溶接、機械式継手等による）

２－５
　下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

　１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

　３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

柱梁

　４．単純梁の下端筋、片持ちスラブの上端筋の先端

　５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

　６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

　７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリ－トの四隅の鉄筋

鉄筋のフック

２－７

かぶり厚さ

鉄筋に対するコンクリ－トの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

部　　　　位

かぶり厚さ

仕上げなし仕上げあり

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外

擁　　　　　　　　　　壁

３０（２０）

３０（２０）

４０（３０）

５０（４０）

４０（３０）

屋根スラブ

床スラブ

非耐力壁

耐　力　壁

柱

梁

基　　礎　・　　擁　　壁

柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り

３０（２０）

４０（３０）

４０（３０）

５０（４０）

５０（４０）

５０（４０）

７０（６０）

１.（　　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

※2 ※2

※2 ※2

※1 ※1 ※1 ※1

３．※１ 品質・施工法に応じ、工事管理者の承諾で１０減の値とすることができる。

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の１．５倍以上とする。

４．※２ 軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

拘束帯筋 (L2)確保できない場合は下図による。又は４－２中柱参照

図ａ

図ｂ

図ｂ
図ａ

５０ｄ以上

ｄ
図ｂ

ｄ

図ｂ
５０ｄ以上

１５ｄ 以上

１２ｄ 以上

Ｄ＝３ｄ

９ｄ以上６ｄ
以上

Ｄ＝３ｄ

ｄ

図ａ
ｄ

図ａ

巻以上の1.5
添巻き

ｄ

２ｄ５ｄ ２ｄ

１０ｄ以上

５ｄ以上

ただしＤ１６以下

　：片面溶接の場合

　　両面溶接の場合

ｐ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

基礎梁

第一帯筋

※２

※

　２．重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

　１．末端は１．５巻以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

２．基礎梁部分は、同径で　形＠１５０以下とする。　

し、帯筋量（ｐｗ）は０．２％以上とする。

パネルゾ－ンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　形＠１００以下とする。

〃
〃
〃
〃
〃
ｐ

第一帯筋

※１

直交梁

設

ピ
計

ッ
チ
以
下

副　帯　筋

３－３

帯　　　筋

１３５°フック

６ｄ
以上

６ｄ以
上

交互配筋

帯筋の加工は下図による。

その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

パネルゾ－ン部分は

第一帯筋（Ｄ１３以上使用の事）は梁面に入れ、

副帯筋 ６ｄ以上

６ｄ以上

Ｄ

ｅ

Ｌ２

Ｄ

ｅ
２巻き

ｅ／Ｄ　≦　１／６ｅ／Ｄ　＞　１／６

400

柱径が異なる場合

Ｌ ２

Ｌ ２

400

400

Ｂ

０ｈ

150
（水平長さ）

※

L2

二重帯筋

Ｄ

L1

10
d

かご鉄筋(主筋と同径)

かご鉄筋使用の場合

柱頭の配筋

かご鉄筋
D’D

※余長D'は柱有効成とし、構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

外　柱

副あばら筋

あばら筋

４－３

主筋の定着

４－２

Ｌ

ＬＣ

Ｌ

Ｄ’以上

二段筋

Ｄ’以上

１ａ

ａ２

１１

０／４

０／４

ａ２
１ａ

最　上　階

Ｄ’以上

ｐｐ 〃〃〃〃〃

６ｄ
以上

② ④ ⑤
キャップタイ

６ｄ以
上 ６ｄ以上

６ｄ
以上８

ｄ
以

上

８
ｄ

以
上

８ｄ以上

⑥ ⑦ ⑧ ⑩

⑩

※

腹筋

設計ピッチ以下

第一あばら筋

※

※

※※※

Ｌ１

は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※ねじれ応力を受ける腹筋

は定着長さ　　とする。

⑨⑩は梁成の大きい場合。

⑧はピッチ２ｐで交互配置とする。

第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ以

合に限る。

下に割り付ける。

　②③⑤⑥⑧⑨は同時打込みのスラブ付の場

溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

③

以上

ｂ

⑨

※

①

柱面より梁成１．５Ｄの範囲は、１８０°又は１３５°フックとする。

30

※ 8d以上 b/3 かつ 170

6d以上

6d以上

6d以
上

8d以上

8d
以

上

6d
以上

2d

2d

10d
溶接

つり筋2-D13（束ね筋）以上とする。

一　般　階

あばら筋の加工は下図　による。

3/4D以上

L2

L2
10d

Ｄ

L2-Δ1

10d+Δ1

L2-Δ2

(余長)

中　柱

Ｌ
１／３以上

定着

れている場合はこの限りでない。

（水平に定着してもよい）

ｅ／Ｄ　＞　１／６

ｅ

Ｄ
ｅ／Ｄ　≦　１／６

Ｄ
ｅ

梁成が異なる場合
２巻き

Ｌ２

Ｄ

2

梁主筋は原則として通し筋とするが、

最上階上端筋は１／３以上柱内に定着

３－５

柱の

ｺﾝﾌｧｲﾝﾄﾞ

補強

補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

§４　梁

主筋の継手

４－１

ａスパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

ｂ溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

Ｌ
Ｄ Ｄ

ＬＣ

０

１

０／４ ０／４

０／４

Ｌ １

Ｄ’ Ｄ

０／４

印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場

合は、柱面より500以上はなすこと。

ａ ａ ｂ

※余長D'は梁有効成とし、構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

(余長)

１．重ね継手の長さは鉄筋の折り曲げ起点間の距離、又は、フック付Ｌ2は

仕口面から鉄筋の折り曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

２．軽量コンクリートを使用する場合は、上表の数値に5ｄを加算する。

３．柱梁接合部内に折り曲げ定着する柱主筋を柱せいの3/4倍以上のみ込ませて

もフック付き定着長さ（Ｌ2）が確保できない場合は、柱せいの3/4倍の

のみ込みを保ちながら、上表のＬ2（フック付）の2/3倍を下回らない

範囲内で定着長さを短くし（△1、△2）、短くした長さ（△1、△2）を

余長に加えてよい。

3

１．設計ピッチの１．５倍以下とする。　形以上の場合は同径同材質で

180°

135°

90゜

(標準５ｄ以上)

(標準６ｄ以上)

(標準７ｄ以上)

(標準７ｄ以上)

SD345

SD390

SD295A

45ｄ 直線 又は 40ｄ 直線 又は

40ｄ 直線 又は

30ｄフック付き

35ｄ 直線 又は

25ｄフック付き

30ｄ 直線 又は

20ｄフック付き

45ｄ 直線 又は

35ｄフック付き

40ｄ 直線 又は

35ｄ 直線 又は

25ｄフック付き

30ｄフック付き

30ｄ 直線 又は

20ｄフック付き

25ｄ 直線 又は

15ｄフック付き

40ｄ 直線 又は

30ｄフック付き

35ｄ 直線 又は

25ｄフック付き

30ｄ 直線 又は

20ｄフック付き

30ｄフック付き35ｄフック付き

上図の　　 印の鉄筋の末端にはフックが必要。

図ｂ　図ａ　135゜ﾌｯｸ 90゜ﾌｯｸスパイラル筋中間部（重ね継手）

スパイラル筋末端部（定着部） 溶接の場合

10d+Δ2

すること。ただし、柱主筋が梁にＬ２以上定着さ

（Ｎ／mm2）

3/4D以上

約０．５Ｌ１

以上

以上

以上

以上

フック付き

L1

0.2d 1.4d

1.1d

以下 以上

L2

ho/2+D'以上

ho/2+D'以上

L2

L2

a1/a2≦1/6

1.5Ｌ1以上

0.5D以上

L2かつ1.5D以上

40ｄ 直線 又は

30ｄフック付き

①

Ｌ２

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

S-002

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

鉄筋コ ンクリ －ト構造 配筋標 準図（１ ）

京丹波町立瑞穂学校給食センター新築工事

一 級 建 築 士 事 務 所

　　　　　　森田 恭介

構造設計一級建築士

日 匠 設 計

一級建築士　第84790号　　

　第2365号　　

(株)
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２Ｌ

１Ｌ２Ｌ

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

１ １

２
Ｌ

定
着

継手 Ｌ継手 Ｌ

土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

※4-5a）定着に同じ　

程度Ｄ１０＠４００

（耐震壁の場合）２００

壁筋を切断しない場合は補強を要しない。　斜筋は内側に配置する。

４５゜～９０゜＝１５０程度※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の外側にくる場合は、　

折り曲げ、定着長さは　　かつＤ／２以上とする。（通し配筋の場合は不要）

筋側に読み替える。

継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は５－２項の土圧面側を上端

定着長さは　　、及び継手長さは　　とする。

標準壁リスト

６－２

６－３

補　強　筋

壁の配筋は設計図書による。

縦筋はあばら筋加工とする。※

必要としないが、あばら筋を切断してはならない。

φが１００かつＤ／８未満のとき、補強を

はなし、梁成の中央Ｄ／２の範囲内とする。

　また位置は原則として柱面から梁成Ｄ以上

倍以上とする。

孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の３

梁貫通孔は梁成の１／３以下とする。

あばら筋と同径、同数で＠１００以下とする。

１Ｌ

１Ｌ

２．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。

１．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

１
※縦筋

Ｄ

斜筋

Ｄ
φ

Ｌ
横筋

梁の貫通補強

４－７

３Ｌ

Ｌ※ ２

ｙ≦Ｘ

５－１

げ及び定着

鉄筋の折り曲

§５　スラブ

肩筋Ｄ１３以上
肩筋Ｄ１３以上

ｙ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

１５ｄ

以上

以上

１５ｄ

／４ ／４

／
４

／
４

折り曲げる

外周部は１５０以上

ｔ

ＣＡＣ

ＣＡＣ

Ｄ Ｂ Ｄ

下　端　筋 短辺・長辺方向 Ａ Ｃ Ｄ

短　辺　方　向

Ａ Ｂ長　辺　方　向

標準継手位置

ＤＢ

上　端　筋

１Ｌ

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。５－２

継　　　手

※
※4-5a）定着に同じ　Ｌ２

片持ちｽﾗﾌﾞ隅角部補強は設計図による。

５－３

ス　ラ　ブ

片　持　ち

先端に荷重がある場合

２５ｄ 以上

Ｄ１３受筋

４
ｄ

２Ｌ

３Ｌ

４－Ｄ１３

５－４

補　強　筋 開口補強

　　　Ａ≦０．３㎡

かつ　　≦０．６ｍ 　　かつ　　≦１．０ｍ

Ａ：開口面積

０．３㎡＜Ａ≦１．０㎡

Ｌ2２Ｌ

Ｌ
２

段違床 ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

６－Ｄ１３
２

Ｌ
４－Ｄ１３

２
Ｌ

２Ｌ２Ｌ

６－Ｄ１３

２
Ｌ

Ｓ
（ダブル）Ｄ１３

各Ｄ１３１Ｌ
Ｄ１０＠２００

４－４

補　助　筋

D10@1000以内で割り付ける。

D10@1000以内で割り付ける。

4-D10（２段）

　2-D10（１段）

1200≦Ｄ　　　　　　　D10@300以内

900≦Ｄ＜1200

600≦Ｄ＜900　

巾止筋

4d以上

4d
以

上

4d以上

つり筋

受　筋

巾止筋

腹　筋

Ｄ＜　６００　　不要

Ｄ

受筋

腹筋

つり筋

ｂ

(余長)

(余長)

L2

L2

※余長D'は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

１１ただし、余長は　｛　　≧ｍｉｎ（Ｄ’，Ｌ　）｝とする。

※　地反力を受ける梁は設計図に示す。

②　地反力及び上載荷重を受けない場合。

（有効せい）

do

先端小梁のない場合

水平定着でもよい。

通し筋としてもよい。L3

／３+１５d０２
かつL+do

（Lは必要付着長さ）

２

先端

０

Ｌ

元端

※（8d以上）の場合は余長L2とする

※

B

L3

※
(又は8d以上)

(又はL2)

L2かつB/2以上

　　定着

　　継手及び

ａ）基礎梁の

４－６

基礎梁及び

基礎小梁

ｂ）片持梁

　　継　手

　　定　着

定　　　着

　　継　手

ａ）小　梁

４－５

片　持　梁

小梁及び

Ｄ’以上Ｄ’以上

下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

５００以上はなすこと。

ＤＤ’

１００ 以内

Ｄ’ Ｄ’

１０ｄ

／６ ／４

／４

／６

／４／４／４ ００

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

１

／４／４

１Ｌ

１０ｄ

１０ｄ

０

０

０

斜め可

連続端（内端）不連続端（外端）

以上以上

ＬＣ

下向き可

斜め可

ＬＣ

連続端（内端）不連続端（外端）

ＣＬ

Ｌ

Ｌ

（柱）
（梁）

２

60
0

300

600

300300

60
0

程度

独立基礎

７－１

§７　基　礎

スリット

端部

交差部

２Ｌ ２Ｌ

開口部

場合は不要

コンクリートの場合６０）の

ただしかぶり厚さ５０（軽量１０以上打増し

ＧＬ

斜筋の代わりに溶接金網６φ＠１００とする。

スリット幅　Ｗ 1 ≧１５かつスリット長さの１／ １００
Ｗ 2 ≧１５

ｗ

ｗ

よる方法

溶接金網に鉄筋による方法

Ｌ２

開口補強筋はリストによる

完全スリットの場合

　※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

　ダブル配筋では巾止筋を縦横共Ｄ１０＠１０００以内を標準とする。

２
Ｌ

２

２
Ｌ

Ｌ
２

２
Ｌ

※

２

２

Ｄ１３
２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｄ１３

１５０以下１２０

同ピッチ－Ｄ１０

以上１５０

シ
ー

リ
ン

グ
材

２
５

０

２

２
５

０ １

２５０ ２５０

Ｄ１０＠４００
（省略してもよい）

ｔ

シ－リング材

スリット

ｔ

耐震壁の場合は

フックを付ける。

Ｌ Ｌ

　　／ 　　≦１／６

8-D13

10-D16

6-D13

6-D13

8-D13

２０ｄ

Ｌ

300Φ

350Φ

400Φ
450Φ

600Φ

杭頭補強筋

8d以上

Ｌ ２

※

※4-5a）上端筋定着に同じ　

Ｌ ２

補強範囲 溶接金網による方法

（≒＠１００）スラブ筋と同径で１／２ピッチ以下屋上スラブ隅角補強
程度となる様に上端に補強筋をいれる

設計図による。

Ｓ＞ｔの場合は

ｔ

Ｄ１３

鉄筋による方法

２

かつスラブ厚以上 １０００

２００

４５゜

６φ＠１００

１５００１
５

０
０

９
０

０

９００

庇

縦横共

Ｌ

③②①
以上１５０

Ｌ２

６－１

継手

定着及び

§６　壁

２※Ｌ
までのばす
梁の上面

さし筋は、縦筋と同径

同ピッチとする。

Ｌ２

Ｌ

横筋

Ｌ　１＋５０

２

受ける壁

Ｄ

梁
縦筋

２※

柱

梁

土圧を

L2は2-3-3によってよい。

L3

L2

(余長)

(余長)

L2

L2

※
Ｌ

　　び定着

　　の継手及

ｂ）基礎小梁

連続端（内端）

１０ｄ

１０ｄ

柱面（基礎小梁の場合は梁面）より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は

②　地反力を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（４－５）による。

※　設計者の判断による。

③　地反力（又は杭反力）を受ける場合

１Ｌ

０／４／４

１

２

１１

０

０

／４

／４／６

１１

０

１１１０

００

不連続端（外端）

Ｌ

ＬＣ

Ｄ’Ｄ

ＬＣ

　杭頭補強筋は設計図による。

５００

土間コンクリ

既製コンクリ－ト杭

基礎と基礎梁

８－１

階　　　段

８－２

ート

８－３

打増し補強

８－４

増築予定

７－４

及び定着

べた基礎継手

杭　基　礎

７－３

７－２

§８　その他

スラブ階段

柱 梁

梁

壁スラブ

柱

以上

（共通）

片持階段

以上

ダブル

以上

ダブル

補強部　　　の厚さは梁巾とする。

補強筋Ｄ１３以上ダブル）

増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手する。

（増築側の鉄筋は水平定着でもよい。）

は、はつり部分を示す。

設計図による

以
上

３
０

０

※ 壁配筋が片持荷重を受ける配筋が

は打増し部分を示す。

補強筋 （定着は２０ｄ以上）

補強なし

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

されている場合は不要。

※ Ｄ１３

以
上

３
０

ｄ
以

上
５

０
ｄ

下端筋定着

以上２５ｄ

Ｄ１３主筋 以
上

５
０

ｄ

受筋

３
０

ｄ
以

上

Ｄ１０＠２００

イナズマ筋

Ｄ１３

Ｄ１０

以上

Ｄ１０＠２００イナズマ筋

以上

１５ｄ

ｔ

３

／４０／２０／４０

Ｄ１０

ｔ≧１８０

２０ｄ

２

０

１
１

Ｄ１０＠２００

Ｄ１３＠３００

Ｄ１３

Ｄ１０

２

以
上

３
０

０

以上３００ 以上３００

２ｔ

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００　　＝４００

以上

以
上

３
０

０
ｔ

３００ 以上 ｔ以上３００ ｔ

－Ｄ１０＠２００

　　ｔ≦　５０　

　　１００＜ｔ≦２００　Ｄ１６＠３００　　　　 　２００＜ｔ≦３００　　Ｄ１６＠２００

　　５０＜ｔ≦１００　　Ｄ１３＠３００

　　ｔ＞３００　　

以
上

５
０

０
５

０

梁主筋は原則として

すべて定着する

５０以上５００

Ｌ１＋５０

５００

１Ｌ ＋５０

以上５００

ｔ

通し配筋可

補強筋

Ｌ
Ｌ

Ｌ

補強筋

腹筋に準ずる

補強筋

Ｌ

ｔ

Ｌ

Ｄ１３＠３００

Ｄ１３＠３００

１５０

２－Ｄ１６

２ ２

２Ｌ

Ｌ

Ｌ

補強筋

継手位置は５－２項の上端筋を下端筋に読み替える。

　１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

１０ 以上打増し

ハカマ筋

以
上

２
０

ｄ

３
０

０
以

上
Ｄ

４ｄ 以上

フックも可９０゜

Ｄ

１
０

０

４
０

ｄ

１５ｄ

０／４

２５ｄ

以上

１ａ

２ａ

以上１５ｄ

２１

２
０

ｄ

以上

肩筋　主筋の径以上

スタッド 溶接

ＧＬ

ＣＬ

ａ

φ

ｔ

ａａ

設計者の指示による。

杭頭を切断した場合の補強は、

500Φ

ａ　隅角部

S-003

鉄筋コ ンクリ －ト構造 配筋標 準図（２ ）

京丹波町立瑞穂学校給食センター新築工事

一 級 建 築 士 事 務 所

　　　　　　森田 恭介

構造設計一級建築士

日 匠 設 計

一級建築士　第84790号　　

　第2365号　　

(株)

①　地反力を受けなく、床など上載荷重を受ける場合は　　　 　　　　　による。(４－１)(４－２)

２



ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ Ｎo．

General Staff Staff

ｅ ｐ ｐ ｐ

ｅ

ｇ

ｂｂｂｂｅ

ｇ

ｇ

７５ ４０

２４２００ ６０ ９０

２４１７５ ６０ ７０

２４１５０ ５５ ５５

２４１３０ ５０ ４０

１２５ ５０ ３５ ２４

２４１００ ５５

９０ ５０ ２４

２２８０ ４５

２２

７０ ４０ ２０

６５ ３５ ２０

６０ ３５ １６

１６３０＊＊５０

４００ １４０ ９０ ２４

２４３５０ １４０ ７０

＊３００ １５０ ４０ ２４ ５５ ２４１００

２５０ １５０ ２４ ５０ ２４９０

２２２００ １２０ ２４ ８０ ４５

２２１７５ １０５ ２２ ７５ ４０

４０ ２０１５０ ９０ ２２ ７０

１６ ２０７５ ６５１２５ ３５

＊＊１００ ６０ １６ ＊＊５０ ３０ １６

ＡｏｒＢ 最大軸径 最大軸径Ｂ 最大軸径Ｂｇ １

ｇ １

ｇ ２

ｇ ２ ｇ ２

ｇ ３

ｇ ３

ｇ１

ｇ１

ｇ １

ｇ ２

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

１

ｇ ２

３５

４０

５５

５０

４５

２５

６５

６０

４５

Ｍ２４Ｍ１６，２０，２２

千鳥打ちのピッチｂ

ｇ ２

Ｍ１６

４０

２８

２２

６０

４０

１８

Ｍ２０

２６

３４

４０（５０）

５０

６０

２２

Ｍ２２

２４

６０

５５

４０（５５）

３８

２８

４５（６０）

Ｍ２４

２６

７０

６０

４４

３２

ゲージ

はしあき

呼　び　径

せん断縁，手動ガス切断縁

圧延縁，自動ガス切断縁等

ピッチ

最小縁端距離

標準

最小

ｐ

孔　　　径

座金厚さ

ナット高さ

余長

（ねじ山３以上）

締付け長さ首
下

長
さ

締付け長さに加える長さボルトの

呼び径

Ｍ２４

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６ ３０

３５

４０

４５

２５

３０

３５

４０

Ｓ１０ＴＦ８Ｔ，Ｆ１０Ｔ

２Ｄ

１

余盛：△α

ｔ ７ ９

記号　Ｗ

記号　Ｗ

γ

形　　　　　　状記　　号
寸　　　　　　法

アーク手溶接

Ｔ

Ｗ

α

α

α

α

ｄ

ｄ

２ ２

７

α

α

α

２ ２

Ｒ

α

α

Ｓ

９ｔ

ｔ ｔ

Ｄ Ｄ

ｔ≧３のときｓ＝ｔ

ｔ＜３のときｓ＝３

Ｓ ｔ ｔ

ｅｅ ｐ

ｅｅ ｐｐ ｅｂｂｂｅｂ ｅｅ ｐ ｐｐ

Ｂ

ｅ
ｐ

ｐ
〃

〃
〃

ｅ
ｐ

ｐ
〃

〃
〃

ｅ ｅｐｅ（ウェブ） （ウェブ）

フランジ巾　３００

ボルト本数表示

ｅｅ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ
ｅ

ｅ

ｅｅ ｅ

ｐ
ｅ

ｅ

ｅ

ｇ ｇ ｇ

ａ

ａ

ｔ

ｔ

フランジ巾　２５０　以下 フランジ巾　３５０，４００

Ｗ

材　種 主　　　材
フ　ラ　ン　ジ ウ　ェ　ブ

／２

１２ １４ １６

１２１０

６０°

Ｇ＝０

１

１

Ｗ１

Ｗ１
ｔ

ｔ

ｔ　≦　１６

かつ△α≦４

＝設計サイズ

かつ△Ｓ≦５

　△Ｓ＝Ｓ’－Ｓ

Ｓ

Ｓ’＝実際サイズ

余盛

脚長（Ｓ） ０≦△Ｓ≦

０．４Ｓ０≦△α≦

０．５Ｓ

／２ｓ

６以下

Ｓ

ａ＞１０

以上２．５

ａ≦１０

１ ２γ γ１ γ２

５

１

２

１

１

２

１

２

１

１

１

＋２
－２
＋１
－２

－２
＋２

＋１
－２

＋４
－０
＋２
－２

＋４
－０

－２
＋２

－２

－２

－２

＋２
－２

－０
＋３

－２
＋２

＋３
－０

－２
＋１
－２
＋２

＋２
－２
＋１
－２

ＦＢ－４．５ｘ１９

適用板厚

ＭＣ－ＢＬ－Ｂ１

ＧＣ－ＢＬ－Ｂ１

２Ｗ

Ｗ ３

ＭＣ－ＢＬ－２

ＧＣ－ＢＬ－２

ＭＣ－ＢＫ－２

ＧＣ－ＢＫ－２

４

ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１

ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１

Ｗ

Ｇ

Ｒ Ｔ

ｄ２

ｄ１

裏はつり

裏当て

Ｒ Ｔ

Ｇ

裏はつり

裏当て

Ｒ Ｔ

以上

以上１９

９ Ｔ≦１２の場合

は６以上

６≦Ｔ≦１２

６≦Ｔ≦１９

３～６

６～９ Ｇ

Ｇ

Ｇ

１

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｇ

６

ＴＴ

６０° －５° ６０° －５°

１
３

１

２ ２

２
３

２
３

００

４５° －５° ４５° －５°

４５° －５° ４５°－５°

４５° －５° ４５°－５°

３５° ３５°－５°－５°

２２

９

００

６７

Ｄ＝（ｔ－２）／２

４５°

ＤＳ Ｓ ＳＳ Ｄ

ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０

Ｄ／２Ｄ／２ Ｄ／２ Ｄ／２

Ｄ／２

１０ １０ １０

１０１０

　１ 　１ 　１

１

２

１

１

２

ａ

ａ ａ

ｇ

ａ

１１

ｇ
２

１
２

ｇ
１

２
２

ｇ

１

ｅ

ｅ

３

１１ａ

Ａ

３

ｅ

２Ｐ－　Ｌ

１

４Ｐ－　Ｌ

１

２Ｐ－　Ｌ

２

内側添板外側添板 添　　板

Ｂ１タイプ Ｂ２タイプ

Ａ３タイプＡ２タイプＡ１タイプ

１０

１０

１

１０

ＧＰ　Ｌ

１０

ＧＰ　Ｌ

ｅｅ

　Ｌ２Ｐ

ＧＰ　Ｌ

Ｗ１

　ＬＲＰ

ＧＰ　Ｌ

ｇ１

１）　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２）　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

３）　製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

４）　本標準図に示す単位は特記なき限りすべて㎜とする。

ＡＢ アンカ－ボルト

ベ－スプレ－ト

フランジプレ－ト

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

ダイアフラム

ＨＴＢ

ＢＨ

ＦＢ

ＴＢ

Ｗ

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

リブプレート

タ－ンバックル

溶接記号（§４参照）１－９

組立てＨ形鋼

２，本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

３，ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

４，亜鉛メッキボルトの場合は、すべてＦ８Ｔとする。

ボルトの長さ

（）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

＊＊印の欄のｇ及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

＊Ｂ＝３００は千鳥打ちとする。

断続隅肉溶接の長さＬ

１）板厚の異なる場合

２）エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

３）開先加工 （下図は参考とする）

スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

ように加工する。γ　は３５程度、γ　は１０程度とする。

なお複合円は滑らかに仕上げること。

完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝２５程度とする。

４）開先形状

ＭＣ…はアーク手溶接 ＧＣ…はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

　２ 　２

総

ボルト

本数

総

ボルト

本数

２，継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

１

２

ｓ

ｓ

機械加工タイプ 機械加工＋ガス切りタイプ

Ｇ

Ｇ

４５°

Ｄ

Ｓ

　ＬＲＰ

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

付加試験に合格した溶接工によること。

長さ　は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10mm

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

5～10mm

通し形裏当て金 分割形裏当て金

ａ）スカラップ工法

ｂ）ノンスカラップ工法

１２＜Ｔ

１６＜Ｔ

Ｌ Ｌ≧１０Ｓかつ４０

Ｈ－ＡＸＢＸｔ１Ｘｔ２

ＢＨ－ＡＸＢＸｔ１Ｘｔ２

高
力

ボ
ル

ト
径

ピ
ッ

チ

ｔ２１Ｘａ１Ｘ ｔ２２Ｘａ２Ｘ ｔ１１Ｘａ３Ｘ

§１　一般事項

§２　共通事項

§３　ボルト接合

§４　溶接接合

§５　継　手
そ　の　他

略　　　号

高力ボルト

高力ボルト

のピッチ

基本事項

形鋼のゲージ

２－１

３－１

３－３

１－１

１－２

３－２

部分溶込み

完全溶込み

隅肉溶接

（突合せ溶接）

４－３

４－２

４－１

溶接

溶接

フレア溶接

そ　の　他

継手リスト

剛　接　合

小梁仕口

ピン接合

４－４

４－５

５－１

Ｂタイプ

Ａタイプ

５－２

W2,W3,orW4

t2
1

ｔ t2
2

片面溶接　Ｗ６ 両面溶接　Ｗ７

丸鋼等溶接　Ｗ８ 軽量形鋼等溶接　Ｗ９

１，特記以外はすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ１０Ｔとする。

ｔ

Ｓ

１９

１３ １５

２５

１７

２８

１９

３２ ３６

２１

４０

２４

（通しダイアフラムは除く）

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

ｔ

Ｄ １０

１２ １６

１１ １２

１９

１３

２２

１３

２５

１４

２８

１５

３２ ３６ ４０

１５ １６

２，ａ３は原則として梁成の2/3以上確保すること。

　　　構造特記仕様書１－２－４、５に指定した共通仕様書及び標準仕様書による。

１６　＜　ｔ　≦　４０

１２　≦　ｔ　≦　４０ １６　≦　ｔ　≦　４０

W2,W3,orW4

H-250X125X6X9

H-300X150X6.5X9

H-350X175X7X11

H-400X200X8X13

H-450X200X9X14

H-500X200X10X16

H-600X200X11X17

H-244X175X7X11

H-294X200X8X12

H-340X250X9X14

H-390X300X10X16

H-440X300X11X18

H-488X300X11X18

H-582X300X12X17

H-588X300X12X20

16

16

24

24

24

24

32

16

24

24

32

40

40

32

32

4

4

4

6

8

8

10

4

4

6

6

8

8

10

10

－（Ｔ－Ｒ） －（Ｔ－Ｒ）

－（Ｔ－Ｒ） －（Ｔ－Ｒ）３

ＤＦ

ＢＰＬ

ＰＬ

ＦＰＬ

ＳＰ

ＷＰ

Ｌ

Ｌ

ＣＨＰ

ＧＰ

ＲＰ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｓ ｓ

1パス長さ=40～60mm程度とする。

隅肉溶接S=4～6mm

5～10mm

ｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ手溶接
ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞ及びｾﾙﾌ

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

9X120X290

9X145X290

9X170X410

9X195X410

12X195X410

12X195X410

16X195X530

9X170X290

9X195X410

9X245X410

12X295X530

12X295X650

12X295X650

16X295X530

16X295X530

9X45X290

9X55X290

9X65X410

9X70X410

12X70X410

16X70X410

16X70X530

9X65X290

9X70X410

12X95X410

12X105X530

16X105X650

16X105X650

16X105X530

16X105X530

6X90X170

6X90X200

9X90X200

9X90X260

9X90X350

9X90X350

9X90X440

9X90X170

9X90X200

9X90X200

9X90X260

12X90X260

12X90X350

12X90X440

12X90X440

90

120

120

90

120

120

120

90

120

60

90

60

90

90

90

１，フランジＰ面もしくはウェブＰ面で、段差１㎜を超える場合は、フィラーＰを入れて調整すること。Ｌ Ｌ Ｌ

１，ＧＰ，ＲＰは材種・版厚とも小梁のＷＰと同等以上とする。Ｌ Ｌ Ｌ

鉄　骨　工　作　標　準　図　（１）

１ ２

S-004

鉄 骨 工 作 標 準 図 （ １ ）

京丹波町立瑞穂学校給食センター新築工事

一 級 建 築 士 事 務 所

　　　　　　森田 恭介

構造設計一級建築士

日 匠 設 計

一級建築士　第84790号　　

　第2365号　　

(株)



ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ Ｎo．

General Staff Staff

Ｔｆ

Ｇ

ＷＰ

１，０００前後

直交梁用

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｇ
梁ＦＰ現場溶接継手

ウェブの継手は設計図書による

Ｗ

Ｗ

内ダイアフラム

下向き溶接とする

Ｗ

イ

イ

１

２

２ １１

１

１

１

１

２

２

２

１
２

２

ｃＴｆ

以
上

Ｔｆ

Ｐ－ｂ

Ｐ－ｂ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ｃＴｆ

直交梁

Ｐ－ａ

柱径が異なる場合

ｂ

Ｔｄ

梁現場継手位置

２，４００以下を原則とする。

通しダイアフラム

Ｐ－ａ Ｗ １

Ｐ－ｃ

Ｐ－ｃ

以上

継手リストによる

１０

Ｗ １

イ

Ｐ－ｃ

Ｐ－ｂ

継手リストによる

１
Ｐ－ｂ

１０

以
上

Ｗ １

Ｇ

３５
２Ｐ－

柱溶接後切断

建方用ボルト

ウェブは継手リストによる

Ｐ－ｂ

ＬＰ－ｂ

２

１

柱ＦＰ現場溶接継手

イ

イ

ｄ

ロ

直行梁

Ｌ

補強プレート

以上

ロ

梁ＦＬ

（Ｐ－　　　）

（　－Ｍ　　）

ａ
ａ

ｃ ｃ

２

Ｐ－ｃ

　Ｐ－ｄ

　Ｐ－ｄ 　Ｐ－ｄ

　Ｐ－ｄ

Ｐ－ｅ

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４ Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４
ａ ａ 断面

断面ｂ ｂ

断面ｃ ｃ

柱現場継手位置

ＨＴＢ継手

ガス抜穴２０φ

30

30

Ｇは§４－２による

Ｐ－ｂＬ

10
0 以
上

10
0

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

柱ＦＰ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

梁ＦＬＰ

ｂ

Ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗ

Ｗ ２

２

１
０

０

Ｐ－６かつｔ／２以上Ｌ

ＧＰ－ｔＬ

直交梁

ロ

以
上

イ
Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

腰折れ柱

ロ　　Ｔｄ≦２５　の場合　２５かつｃＴｆ

イ　　２５㎜かつｃＴｆ以上

Ｌ

開先形状は

設計図書による。

　　　Ｔｄ≧２８　の場合　３０かつｃＴｆ

Ａタイプ　　　（主柱） Ｂタイプ　　（間柱等二次部材）

１） パネルゾーンのＰの厚さ

２） 出寸法

３） 注記

１，ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

２，ｄ（６－２項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

　　同材質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

３，ハンチ部でＦＰを折曲げる場合はＲ≧１０Ｔｆとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

　　ゆるい場合（１／６程度）は不要。

４，ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

　　ること。（告示１４６４）

　Ｐ－ｄ

Ｐ－ｅ

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

φ
φ

ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

ＷＷ

Ｗ

ａ

Ｗ

ｄ

１

１

１１

１

１

１

２

１ ＝５０

サイズ

アークスタッド溶接

ｐ＝鉄筋間隔

５０

１５

６５ ５ｄ

５ｄ５ｄ

０．５ｄ

ア－クスタッド溶接

ｈｄ

１ｐ ｐ １ ａ ２

１ａ １ａ

ｔ

ｄ

ｅ ｅｐ ２

焼抜きせん溶接　＠≒３００ 以上

５０以上

デッキプレート受け

Ｈ

鋼管　（ｔ≧ｔｗ／２）

≒３０

Ｗ １

２Ｐ （設計図による）

ｔｏ

Ｐ厚さはＷＰ厚さと同厚さ以上（両面）

Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）

Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）

２φ　　　　１００＋φかつ

２φ　　　　１００＋φかつ

２φ　　　　１００＋φかつ

Ａタイプ　　（φ≦０．１Ｈ） Ｂタイプ　　（０．１Ｈ＜φ≦０．２Ｈ）

ＦタイプＥタイプ　　（０．４Ｈ＜φ≦０．５Ｈ）

Ｗ １

φ φ

Ｃタイプ　片面

Ｄタイプ　片面

Ｂタイプ　不要
Ｗ １

φ

以上３φ

３φ

３φ

１，特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

　　ＢＨとする。

△継手

Ｈ

Ｈ／４

Ｈ／４

０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする。

２，貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。

合成スラブの場合はメーカー仕様による。

ｈ，ｐ　，ｐ　設計図書による。１ ２

（標準）Ａタイプ Ｂタイプ （軽微なＲＣ壁の場合） Ｃタイプ （ブロック壁の場合）

Ｃタイプ　　（０．２Ｈ＜φ≦０．２８Ｈ） Ｄタイプ　　（０．２８Ｈ＜φ≦０．４Ｈ）

Ｌ

又は同厚さ以上（片面）

部分溶込み溶接

　ＦＢ－６５ｘ９

ｅ　≧　40

ｄ　≦　2.5ｔ

ｈ　≧　4.0ｄ

（Ａタイプも同じ）

ＷＷ

Ｗ

補強Ｐは座金を兼ねる

ｔ

Ｄ１６を切断し天端をそろえる

１

１１

５
０

ＢＰ

又は２００φ以上とする。

２５余長はネジ山３以上

ＡＢ ＢＰＬ

３０ 補強Ｐ厚さｔはＢＰ厚さの１／２以上かつ６以上

　Ｌ

30
～

50

アンカーフレームを使用す

る場合は設計図書による

中心塗りモルタル２００角
Ｗ２、Ｗ３ｏｒＷ４

ｔ

ＧＰＬ

ｐ
ｐ

ｅ

ｅ

符号 部　材
高力ボルト 溶　接

径 本数 ｅ 脚長 Σ

３０゜

ｅ

Ｗ1ｏｒ

Ｗ2、Ｗ3、Ｗ4

３，床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

１，ＧＰの最小幅　　が確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

４５゜ 以上

Ｗ3ｏｒＷ4

Ｗ3ｏｒＷ4

５０

５０

Ｄ１３ 以下
ＦＢ－６５ｘ６

1.5ｔｏ

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

Ｌ

§６　柱梁接合部及び継手

§７　柱　　脚

§８　壁面ブレース

§９　その他

現場溶接継手

勾配屋根

柱　通　し

仕口と継手

梁　通　し

６－２

６－３

６－４

６－５

６－１

一般柱脚

そ　の　他

７－１

６－６

８－１

貫通補強

そ　の　他

壁筋の溶接

９－１

９－２

９－３

９－４

９－５

Ｌ

Ｌ ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ　　　　ＬＬ　　　　Ｌ

Ｌ

デッキプレート

スタッドジベル

ブレ－スリスト

すべて座金付き二重ナットとする

アンカーボルトの施工に誤差が

ある場合は台直しをせず右図の

様に補強する

２，丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

Ｒ（曲率半径）以上

Ｃ

ｔ

Ｃ=Ｒ+ｔ/２

５，現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

設
計

図
書

に
よ

る
　

設
計

図
書

に
よ

る
　

無収縮モルタル流し込み

無収縮モルタル流し込み

Ｌ Ｌ

Ｌ

75

Ｌ　Ｐ－ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

１，Ｐ－ａ（鉛直スチフナ）　　　上下柱のＦＰの厚い方より１サイズＵＰ以上

２，Ｐ－ｂ（水平スチフナ）　　　仕口部に集結する梁の最大ＦＰより１サイズＵＰ以上

３，Ｐ－ｃ（通しダイアフラム）　仕口部に集結する梁の最大ＦＰより２サイズＵＰ以上かつ柱のＦＰ以上

３，Ｐ－ｄ（内ダイアフラム）　　仕口部に集結する梁の最大ＦＰより１サイズＵＰ以上

５，Ｐ－ｅ（折れ曲がり部）　　　梁（柱）のＦＰより１サイズＵＰ以上

３，貫通孔が多くある場合はＷＰを厚くした（ＷＰ＋補強Ｐ）Ｌ

ｐ2　≧　5.0ｄ

ａ1　≧　40

ａ2　≧　100

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｅ

7.5ｄ ≦ｐ1≦300

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ
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鉄　骨　工　作　標　準　図　（２）

鉄 骨 工 作 標 準 図 （ ２ ）
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△道路境界線
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Ｎ

ボーリング位置図　S=1/300

S-006

S=1:300ボーリング柱状図
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ｂ 　 ｘ 　 ｄ

柱 　 記 　 号

ベ ー ス パ ッ ク

７ ０ ０ × ７ ０ ０

２ ５ － ０ ９ Ｒ

１ Ｃ １ １ Ｃ ２ １ Ｃ ３

３ ０ － １ ６ Ｒ ２ ５ － １ ２ Ｒ

６ ３ ０ × ６ ３ ０ ６ ３ ０ × ６ ３ ０

S=1:50
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,
5
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5
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1
0
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1
,
2
0
0

3
0
0

　GL

9
0
0

3
0
0

100 3,700 100

1,850 1,850

－

Ｐ 　 １

Ｐ Ｌ － １ ２ × ３ １ ０ × ２ ０ ０

主 　 　 　 筋

フ 　 ー 　 プ

備 　 　 　 考

Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ５ ０ Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ５ ０

８ － Ｄ １ ６

Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ５ ０

８ － Ｄ １ ６

□ － ２ ５ ０ ｘ ２ ５ ０ ｘ ９

８ － Ｄ ２ ２

□ － ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ ｘ １ ６ □ － ２ ５ ０ ｘ ２ ５ ０ ｘ １ ２

Ｌ ＝ ６ ０ ０ 　 （ Ｗ .Ｎ ）

Ｈ － １ ９ ４ ｘ １ ５ ０ ｘ ６ ｘ ９

Ａ .Ｂ Ｏ Ｌ Ｔ 　 ２ － Ｍ １ ６

断 　 　 　 面

位 　 　 　 置

ｂ 　 ｘ 　 ｄ

上 　 　 　 筋

下 　 　 　 筋

ス タ ー ラ ッ プ

腹 　 　 　 筋

梁 　 記 　 号

断 　 　 　 面

位 　 　 　 置

ｂ 　 ｘ 　 ｄ

上 　 　 　 筋

下 　 　 　 筋

ス タ ー ラ ッ プ

腹 　 　 　 筋

梁 　 記 　 号

腹 　 　 　 筋

設計GL

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

Ｆ Ｂ ３

３ ０ ０ × １ ０ ０ ０

４ － Ｄ ２ ２ ４ － Ｄ ２ ２

４ － Ｄ ２ ２４ － Ｄ ２ ２

Ｆ Ｂ １

２ － Ｄ １ ０

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

中 　 央

２ － Ｄ １ ０

３ － Ｄ ２ ２

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

３ － Ｄ ２ ２

３ － Ｄ ２ ２

３ － Ｄ ２ ２

４ － Ｄ ２ ２

６ － Ｄ ２ ２

４ － Ｄ ２ ２

３ ５ ０ × ７ ５ ０ ３ ５ ０ × ７ ５ ０

４ － Ｄ ２ ２ ４ － Ｄ ２ ２

６ － Ｄ ２ ２

Ｆ Ｂ ２

3
5
0

捨てコン t=50
砕石敷き t=100

捨てコン t=50
砕石敷き t=100

捨てコン t=50
砕石敷き t=100

3
5
0

3
5
0

左 　 端 右 　 端

４ － Ｄ １ ０

両 　 端 中 　 央

Ｆ Ｇ １

４ ０ ０ × １ ０ ０ ０

Ｄ １ ３ 　 ＠ ２ ０ ０

Ｆ Ｇ ２

設計GL 3
5
0

捨てコン t=50
砕石敷き t=100

中 　 央左 　 端 右 　 端 中 　 央左 　 端 右 　 端

Ｆ Ｇ ３

Ｄ １ ３ 　 ＠ ２ ０ ０ Ｄ １ ３ 　 ＠ ２ ０ ０

中 　 央左 　 端 右 　 端

Ｆ Ｇ ４

Ｄ １ ３ 　 ＠ ２ ０ ０

3
5
0

3
5
0

４ － Ｄ １ ０ ６ － Ｄ １ ０

４ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５ ６ － Ｄ ２ ５

10－ Ｄ ２ ５

６ － Ｄ ２ ５

砕石敷き t=100
捨てコン t=50

５ ０ ０ × １ ５ ０ ０ ５ ０ ０ × １ ５ ０ ０

3
5
0

砕石敷き t=100
捨てコン t=50

10－ Ｄ ２ ５６ － Ｄ ２ ５

６ － Ｄ ２ ５

６ － Ｄ ２ ５

６ － Ｄ ２ ５

５ － Ｄ ２ ５

５ － Ｄ ２ ５

４ ０ ０ × １ ５ ０ ０

捨てコン t=50
砕石敷き t=100

６ － Ｄ １ ０ ６ － Ｄ １ ０

３ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５ ４ － Ｄ ２ ５

５ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５

５ － Ｄ ２ ５４ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５

４ － Ｄ ２ ５

断 　 　 　 面

位 　 　 　 置

ｂ 　 ｘ 　 ｄ

上 　 　 　 筋

下 　 　 　 筋

ス タ ー ラ ッ プ

腹 　 　 　 筋

梁 　 記 　 号

断 　 　 　 面
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Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０
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６ － Ｄ ２ ２

Ｆ Ｂ ４

３ － Ｄ ２ ２

３ － Ｄ ２ ２

６ － Ｄ １ ０
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両 　 端 中 　 央中 　 央

中 　 央中 　 央
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両 　 端両 　 端

３ － Ｄ ２ ２ ３ － Ｄ ２ ２

５ － Ｄ ２ ２

Ｄ １ ３ 　 ＠ ２ ０ ０

基礎詳細図・地中梁詳細図
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　 特 記 事 項

　 大 梁 継 手 長 さ は 軸 組 図 参 照 。

CG2CG2

　 庇 ブ レ ー ス は 1-M16と す る 。

　 屋 根 ブ レ ー ス は L-65x65x6と す る 。
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　 特 記 事 項

　 大 梁 継 手 長 さ は 軸 組 図 参 照 。

　 庇 ブ レ ー ス は 1-M16と す る 。

　 屋 根 ブ レ ー ス は L-65x65x6と す る 。

　 特 記 事 項

　 大 梁 継 手 長 さ は 軸 組 図 参 照 。

　 庇 ブ レ ー ス は 1-M16と す る 。

　 屋 根 ブ レ ー ス は L-65x65x6と す る 。
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大 梁 ・ 片 持 梁 継 手 詳 細 図

柱 リ ス ト

Ｓ．ＰＬ－３Ｐｍ　ｘ　ｎＳ．ＰＬ－２

梁フランジ
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ｎ
梁中央部材
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〃 〃 〃〃 〃 〃４０ ４０９０

１０

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

ｎ

＊１

Ｐ＝４５

＊１　最終ボルトは内側になる様に

　　　配置する事。

共通事項

〃
〃

〃

ｍ

Ｓ．ＰＬ－１

Ｓ．ＰＬ－２

Ｓ．ＰＬ－３
４０

６０
９０

６０
４０

１０

４
０

４
０

〃
Ｐ

Ｐ

Ｓ．ＰＬ－１

Ｓ．ＰＬ－２

１０

ｎ

ｍ

Ｓ．ＰＬ－３

４
０

４
０

６
０

Ｈ－１９４ｘ１５０の場合

１５０４０ ４０

符　号

Ｍ２０

２．使用ボルト　高力ボルト　Ｍ１６，Ｍ２０　Ｓ１０Ｔ

３．接合面の摩擦面に、１ｍｍをこえるはだ隙を生ずる場合は、その大きさに適合したフィラプレート（ＳＳ４００）を用いる。

１．材質はＳＳ４００とする。

特記なき材種はＢＣＲ２９５（外ダイアフラム、Ｂ.ＰＬはＳＮ４９０Ｃ、内ダイアフラムはＳＮ４９０Ｂ）とする。

１Ｃ１ １Ｃ２ １Ｃ３

Ｈ－４００ｘ２００ｘ　 ８ｘ１３

２　階

１　階

Ｂ．ＰＬ

□－２５０×２５０×９□－２５０×２５０×１２□－３００×３００×１６ Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ａ．ＢＯＬＴ ８-Ｍ２７８-Ｍ３０８-Ｍ３６

仕 様 ＳＳ４００
ベースパックＩ型

柱脚工法設計・施工標準図
参照

ベースパックＩ型

柱脚工法設計・施工標準図
参照

ベースパックＩ型

柱脚工法設計・施工標準図
参照

３ Ｇ １

３ Ｇ ３

２ Ｇ ２

２ Ｇ ３

２ Ｇ ４

２ Ｇ ５

Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ　　７ｘ１１

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　 ７ｘ１１ Ｍ２０

Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ　　７ｘ１１

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　 ７ｘ１１ Ｍ２０

Ｂ．ＰＬ-１２

２-Ｍ１６

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ　　８ｘ１２

ｎ

２ＰＬ－　９ｘ２００ｘ４１０ ４ＰＬ－　９ｘ　８０ｘ４１０ ２ＰＬ－　９ｘ２６０ｘ１７０

２ＰＬ－　９ｘ１７５ｘ４１０ ４ＰＬ－　９ｘ　７０ｘ４１０ ２ＰＬ－　６ｘ２９０ｘ１７０９０
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２ｘ２＝　４

４ｘ１＝　４

Ｍ１６

６

６

９０４ ２ＰＬ－　９ｘ１７５ｘ２９０ ４ＰＬ－　９ｘ　７０ｘ２９０ ２ＰＬ－　６ｘ２６０ｘ１７０

４ＰＬ－　９ｘ　７０ｘ４１０ ２ＰＬ－　６ｘ２９０ｘ１７０９０２ｘ２＝　４Ｍ１６ ６

９０２ＰＬ－　９ｘ１７５ｘ２９０ ４ＰＬ－　９ｘ　７０ｘ２９０ ３ｘ１＝　３ ２ＰＬ－　６ｘ２６０ｘ１７０

Ｍ２０ ６ ２ＰＬ－　９ｘ２００ｘ４１０ ４ＰＬ－　９ｘ　８０ｘ４１０

３ｘ１＝　３

３ｘ１＝　３ ６０ ２ＰＬ－　６ｘ２００ｘ１７０

小 梁 リ ス ト ・ 小 梁 継 手 詳 細 図

号符

Ｖ１

部　　材

共通事項

１．材質はＳＳ４００とする。

２．使用ボルト　高力ボルト　Ｍ１６，Ｍ２０　Ｓ１０Ｔ

Ｈ．Ｔ．Ｂ ＰＴＹＰＥ Ｇ．ＰＬ

１．材質はＳＳ４００とする。

２．使用ボルト　高力ボルト　Ｍ１６，Ｍ２０　Ｓ１０Ｔ

共通事項部　　材号符

ＰＬ－Ａ

ＴＹＰＥ　１

４
０

４
０

４０
４０１０

Ｐ
Ｐ

ＰＬ－Ａ：Ｇ．ＰＬと同厚

１０

４０

４０

４
０

４
０

Ｐ
Ｐ

Ｇ．ＰＬ

ＴＹＰＥ　３

ＰＬ－Ａ

４
０

４
０

４０
１０ ４０Ｐ

ＰＬ－Ａ：Ｇ．ＰＬと同厚

ＴＹＰＥ　２

Ｇ．ＰＬ Ｇ．ＰＬ

１-Ｍ１６

Ｈ．Ｔ．Ｂ Ｇ．ＰＬ

１－Ｍ１６ ６

そ の 他 リ ス ト

Ｈ－150×75×5×7Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

Ｂ５

Ｂ６

Ｂ７

Ｈ－250×125×6×9

Ｈ－198×99×4.5×7

Ｈ－200×100×5.5×8

Ｈ－175×90×5×8

Ｈ－300×150×6.5×9

Ｈ－350×175×4×11

６ ６０２－Ｍ１６

６１ ６０２－Ｍ１６

６１ ６０２－Ｍ１６

６１ ６０２－Ｍ１６

１ ６０９

２

２－Ｍ２０

１ ６０９

１ ６０９３－Ｍ２０

３－Ｍ２０

胴縁

母屋

Ｃ－100×50×20×3.2＠455　　（ＳＳＣ４００）

Ｖ２ Ｌ-65×65×6 ６３－Ｍ１６

Ｃ－100×50×20×2.3＠600　　（ＳＳＣ４００）

６ ６０２－Ｍ１６２

６ ６０２－Ｍ１６

ＨＢ１

ＨＢ２

Ｈ－148×100×6×9

Ｈ－194×150×6×9 １

６ ６０２－Ｍ１６２ｂ ［－100×50×5×7

Ｃ Ｇ １

Ｃ Ｇ ２

９０２ Ｇ ６ Ｍ１６ ６

６

２ＰＬ－　９ｘ１７５ｘ４１０

２ＰＬ－１２ｘ１２５ｘ４１０ ２ｘ２＝　４ ２ＰＬ－　６ｘ２９０ｘ１７０

S-014

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　 ６ｘ　９

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ　８

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ　８

Ｐ１

床 版 リ ス ト

版　厚 位　置 短　辺　方　向 長　辺　方　向記　　号

Ｓ２

Ｓ３

１５０

２５０

上 端

上 端

下 端

下 端 Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２５０

Ｄ１３＠２５０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１０，Ｄ１３＠２５０

Ｄ１０，Ｄ１３＠２５０

部 材 リ ス ト
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注７）ｈ寸法とは、ベースパック本体高さ（フレームベース

ＳＤ４９０

２

１．工法概要

柱サイズ
記　　号

タイプ
ａ ｔ

（ｍｍ）
ｄ Ｊ

フレームベース

寸法 （ｍｍ）

種　類Ａ 立上がり筋Ｄ

寸　法配　　　筋

フープ筋

（ｍｍ）

形状・材質

溶　接

形状・材質

ベースパックグラウト（グラウト材）の注入

基礎工事

アンカーボルトフレームの据付け

標準据付け寸法

アンカーボルト・ナット・定着座金

柱脚の定着方法概要

建　方

配筋およびコンクリート打設

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

Ｇ

Ｒ

フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（６kg）に対して、計量カップ

グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材がふき出るまで行う。

完全溶込み溶接の開先標準

図 溶接姿勢

ベ－スプレ－ト

Ｇ

柱脚部の捨コンの厚さは９０mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

１．１

α
１

１．２

角形鋼管

（グラウト材）

（コンクリートアンカー）

２．柱

３．１

３．２

３．ベースプレート

235

295 ＢＣＲ２９５

ＳＴＫＲ４００

ＢＣＰ２３５

採 用

(JASS6鉄骨工事による)

≧６

７ －２，＋制限なし

Ｇ －２，＋制限なし

２Ｒ －２，＋１

９

－5°，＋制限なし４５゜

２Ｒ －２，＋１

－５，＋制限なし３５゜

寸法（mm）種 類

下向き

柱部材の適用

板厚(mm)
許容差（mm）

Ｇ

≧６

－２，＋制限なし

Ｇ －２，＋制限なし

２Ｒ －２，＋１

４５゜

２Ｒ －２，＋１

３５゜

下向き

６

７

●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■検 査 方 法 ：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施 工 管 理 ：８．本工法の施工及び施工管理参照。

４．アンカーボルト・ナット・定着座金及び標準据付け寸法

配　筋

４．１

４．２

６．２

５．注入座金

５．１

７．工事場施工
７．１

７．２

７．３

７．４

７．５

７．６

８．本工法の施工及び施工管理

行う。

位置決めは、テンプレートの中心線と地墨の柱芯を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

レベルモルタルはベースパッ

クグラウト（グラウト材）

を使用し、大きさは右図による。

寸　　　　法

６．３ 基礎立上がり

アンカーボルトフレームの組立ては、４隅のアンカーボルト４本で組立てを

本締めは弛み止めを目的とし、ダブルナットを標準とする。

３．ベ　ー　ス　プ　レ　ー　ト

１５－０９Ｒ □－１５０×１５０

１７－０９Ｒ

２０－０９Ｒ □－２００×２００

（イ）

（イ）

３００

３２０

３６０

２５

２８

３２

５０

４５

４５

φ４５

φ４５

φ４５

タイプ

４本

４本

４本

１３５

１３５

１３５

２５０

２８０

３２０

４６０

５００

５５０

８－Ｄ１０

８－Ｄ１３

８－Ｄ１３

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

ｈ（≧６００）

ＰＭ２７

φ４５

２０－１２Ｒ □－２００×２００ ３６０ ３６ ４５

１７５

φ５０

２５－０９Ｒ □－２５０×２５０ ４６０ ３２ ５５

８－Ｄ１６（イ）

（ロ） ２２３
８－Ｄ１６

φ４５ １３５１７５４６０ ５５（ロ） ８本 Ｄ１３ ＠１５０

ＰＭ２７

３６

１７５４６０ ５５（ロ） ＰＭ３３φ５０４０

□－２５０×２５０

□－２５０×２５０

２５－１２Ｒ

２５－１６Ｒ

（ロ） φ５０４０ ＰＭ３０ ８－Ｄ１６

８－Ｄ１９

２２０

２１６

２９０２１０５０５２０３０－０９Ｒ □－３００×３００
１３５

（ロ）
８本

φ５０４０ ２１０５０５２０ ８－Ｄ１９２８６３０－１２Ｒ □－３００×３００

（ロ）
Ｄ１３ ＠１５０

２１０５０５２０ ８－Ｄ２２２８３φ５５４５□－３００×３００３０－１６Ｒ

（ロ）
１５０

φ５５ １２－Ｄ２２３０３２２０６０５０５６０□－３００×３００３０－１９Ｒ

６３０（６００）

６２０（６００）

材質：ＳＮ４９０Ｂ

基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

グラウトロ－ト

グラウト材

注入座金

（桟木等）

角形鋼管
角形鋼管

タイプ（イ）

ａ

ａ

ｄ

ａ

ａ
ｔ

ｄ

タイプ（ロ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

６５ ６５

６
５

６
５

Ｄ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ （ｅ）呼び

（
ｅ

）

Ｍ２７ ２２ ４１ ４７

Ｍ３０ ２４ ４６ ５３

Ｍ３３ ２６ ５０ ５８

Ｍ３６ ２９ ５５ ６４

Ａ

Ａ

６
0
０

以
上

Ｊ

５０

６
５

以
上

９
０

Ａ

６
0
０

以
上

３
０

Ｊ

５０

６
５

以
上

９
０

Ａ

８本タイプ（注５）４本タイプ（注２）

６５ ６５

６
５

６
５

Ａ

Ａ

からコンクリート柱型天端まで）を示す。

１５０以上

９
０

以
上

ｈ
＝

（
　

　
　

　
）

３
０

ｄ

Ｌ

120 45

４本タイプ（注２）

ｄ Ｌ（注１）呼び名

Ｌ

120

ｄ Ｌ（注１）呼び名

ｄ ｄｄ

Ｓ

Ｓ

X

Ｘ

Ｍ36 Ｄ38

Ｄ29

Ｍ33

Ｍ30 Ｄ32

Ｄ35

Ｍ27Ｍ27 Ｄ29

Ｍ30 Ｄ32

Ｍ33 Ｄ35

８本タイプ（注５）

図

テンプレ－ト

アンカ－ボルト

柱芯

(地墨)

けがき線

基準高さより誤差は

:捨コン上の柱芯とテンプレ－トの柱芯の

けがき線との許容差

ｅ１

ｅ
１

ｅ１

－３≦ｅ≦１０

－２≦ｅ１≦２

テンプレ－ト

中心線

柱芯

柱芯

約
３

０
ｍ

ｍ

ベースパック

グラウト

ア

ク

（注２） （注５）

標

｜

注入枠

注
3
）

，
注

４
）

ｔ

ＰＭ３０

基礎梁天端
50mm以下

手

溶

接

準
許
容
差

（注3）

７００

７３０

７３０（７００）

採 用

３
０

設計

施工

構成部材

６．コンクリート柱型

●鉄　　　　筋：ＳＤ２９５（Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６）

形状・材質６．１

※トップフープはダブルとする

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接

溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

外径（ｍｍ） 板厚（ｍｍ）

Ａ.Bt

本数－サイズ

４－Ｍ２７

４－Ｍ２７

４－Ｍ３０

４－Ｍ３３

８－Ｍ２７

８－Ｍ３０

８－Ｍ３３

８－Ｍ３０

８－Ｍ３３

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

基 本 寸 法　（mm)

ＰＭ２７

種 　類

(記号)

Ｍ３３

Ｍ３６

８０

８０

１１０

適用アンカ－ボルト
a b

１８

１８

３４

３７

c d

ａ

ｂ

ｄ

ボルト穴

注入口

ｃ

Ｄ

●コンクリ－ト：Ｆｃ＝21N／mm　以上

６
５

６５

材　質 材　質

Ｍナット

図．フレームベース形状

材　質

ＳＳ４００

注
4
）

　　　　　　　　ＳＤ３４５（Ｄ１９，Ｄ２２）
■組　　立

本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

Ｍ２７

Ｍ３０ＰＭ３０

ＰＭ３３

ＰＭ３６

３１

２８

１０１７４

７４ １０１

１８

１８

ＰＭ３３

ＰＭ３０

ＰＭ３３

ＰＭ３６

１１０

55

D dt

9 31

D

D

材質

t

d

適用アンカ－ボルト

55 31

60 34

SS400

65 12 37

M27

M30

M33

M36

9

9

定着座金

－5°，＋制限なし

－5°，＋制限なし

アンカーボルト

ベースパックⅠ型
□－150×150 ～ □－300×300 用

5 定着座金

2 注入座金

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

10 ベースプレート

8

3

8

10

5

9

3

2

4

1

3

7
7

10

3

2

4

1

5

9

3
6

1

1 アンカーボルト

4 ベースパックグラウト

3 Ｍナット

6 テンプレート

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 6 ～ 9 　は現場状況により仕様が異なる場合がある。

４．ア ン カ ー ボ ル ト ６．コ ン ク リ ー ト 柱 型

寸法(mm) 寸法(mm)

Ｆ値295N/mm 以下用

鋼 種

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸芯を合わせる。

ＳＤ４９０

本工法のうち７．２アンカーボルトフレームの据付け及び７．６ベースパッ

クグラウトの注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資

格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

クシート等により施工管理を行うものとする。

ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者等による。

で　　　　　　の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

１１

１
１

１22１

１
2

2
１

１ ２

２/３　程度

１α

１α

１α

１α

Ｆ値(N/ )mm
２

108,153

108,153

665,715

710,755

715,755,795

650,695

650,695

695,775

740,775

45

45

45

60

（降伏比７５％以下）
（降伏比７５％以下）

□－１７５×１７５

５.注入座金

２

50（注６）

（注７）

注７）基礎梁を柱芯合わせにする場合、（ ）内最小寸法値を使用する事もできる。

注
８

）

注１）アンカーボルトの据付け高さ（コンクリート

柱型の高さ）により異なる。

注２）ベースパック：１５－０９Ｒ～２０－１２Ｒに使用。 注５）ベースパック：２５－０９Ｒ～３０－１９Ｒに使用。

注４）基礎立上がりがある場合、６．３を参照。

注３）１５－０９Ｒ･１７－０９Ｒのｈ寸法は５５０ｍｍ以上とする。

注６）現場状況によりねじ長および全長が異なる場合がある。

t≦１９

t≦１６

t≦１２

t≦　９

t≦１６

t≦１２

t≦　９

t≦１２

t≦　９

t≦　９

t≦　９

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-08」（平成20年10月24日付）

85,113,153

ベースパック柱脚工法　標準図

S-016

ベースパック柱脚工法設計施工標準図
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